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葛
飾
区
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
読
書
活

動
を
推
進
す
る
た
め
に
「
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
小
学
生
１
万
７
千
625
点
、

中
学
生
５
千
184
点
の
応
募
が
あ
り
、
356
人

の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。
各
部
門
の
最

優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
佳
作
入
選
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
小
学
校
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞

　

登
山　

煌
太
（
白
鳥
小
２
年
）

優
秀
賞

　

玉
越　

航
平
（
末
広
小
１
年
）

　

武
井　

紬
（
北
野
小
１
年
）

佳
作　

　

弦
間　

咲
子
（
上
平
井
小
２
年
）

　

中
川　

怜
華
（
柴
又
小
１
年
）

　

河
良　

光
浬
（
東
柴
又
小
２
年
）

■
小
学
校
中
学
年
の
部

最
優
秀
賞

　

小
口　

愛
実
（
小
松
南
小
４
年
）

優
秀
賞

　

江
川　

倖
雅
（
末
広
小
４
年
）

　

望
月　

み
の
り
（
松
上
小
３
年
）

佳
作

　

田
原　

万
宥
子
（
梅
田
小
４
年
）

　

小
川　

由
晏
（
住
吉
小
３
年
）

　

高
橋　

玲
奈
（
原
田
小
３
年
）

■
小
学
校
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

　

石
塚　

こ
こ
ろ
（
松
上
小
６
年
）

優
秀
賞

　

岩
田　

瀬
奈
（
葛
飾
小
５
年
）

　

押
木　

美
桜
（
花
の
木
小
６
年
）

佳
作

　

中
田　

結
菜
（
末
広
小
５
年
）

　

五
十
嵐　

琴
子
（
青
戸
小
６
年
）

　

𠮷
水　

桜
葉
（
花
の
木
小
５
年
）

■
中
学
校
の
部

最
優
秀
賞

　

花
岡　

大
樹
（
奥
戸
中
３
年
）

優
秀
賞

　

大
角　

奏
歩
（
水
元
中
１
年
）

　

渡
邉　

拓
真
（
四
ツ
木
中
１
年
）

　

柿
島　

美
玖
（
東
金
町
中
１
年
）

佳
作

　

緒
方　

一
華
（
本
田
中
３
年
）

　

細
川　

由
衣
（
奥
戸
中
２
年
）

　

永
原　

凛
（
綾
瀬
中
２
年
）

　

禿
下　

凜
々
子
（
小
松
中
３
年
）

　

青
木　

舞
（
亀
有
中
３
年
）

　

守
屋　

な
つ
海
（
常
盤
中
３
年
）（敬

称
略
）

指
導
室
☎
（
５
６
５
４
）
８
５
７
３

「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
」を

　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
し
た

　
一
九
四
五
年
八
月
六
日
。
そ
れ
は
、
日
本
人
な
ら
誰
も

が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
歴
史
的
な
悲
劇
が
お
き
た
日
。
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
人
々
が
猛
火
の
中
を
逃
げ

ま
ど
い
、肌
を
焼
か
れ
、熱
さ
の
苦
し
み
に
も
が
き
な
が
ら
、

多
く
の
命
の
灯
が
無
残
に
も
か
き
消
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
。
こ
の
歴
史
的
事
実
を
、

私
は
、
間
違
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
の
中
に
は
、
ず
っ
と

胸
の
底
に
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
る
疑
問
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
日
本
に
原
爆
を
投
下
し
た
事
実
に
対
し
て
、
ア
メ
リ

カ
人
の
子
ど
も
や
学
生
は
、
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。そ
の
疑
問
を
解
決
し
て
く
れ
た
の
が
、

こ
の
夏
、
私
が
出
会
っ
た
一
冊
の
本
だ
っ
た
。

　
こ
の
本
は
、
日
本
人
の
母
と
ア
メ
リ
カ
人
の
父
を
も
つ
メ

イ
を
始
め
と
し
た
、
ア
メ
リ
カ
に
住
む
高
校
生
六
人
が
、

夏
休
み
の
間
、「
日
本
へ
の
原
爆
投
下
の
是
非
」
に
つ
い
て
、

「
肯
定
派
」
と
「
否
定
派
」
に
別
れ
、
計
四
回
の
デ
ィ
ベ
ー

ト
を
す
る
話
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
私
が
特
に
興
味
深

い
と
思
っ
た
の
は
、
私
が
思
う
「
ア
メ
リ
カ
人
」
と
い
う

も
の
が
、
い
か
に
曖
昧
な
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

彼
ら
は
、「
ア
メ
リ
カ
人
」
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
種
を
基
盤
と
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
し
て

い
た
。

　

例
え
ば
、
中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
の
エ
ミ
リ
ー
は
、
日
本

が
起
こ
し
た
南
京
大
虐
殺
に
つ
い
て
、
日
本
人
を
こ
ら
し

め
る
べ
き
だ
っ
た
と
言
い
、
ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
ナ
オ

ミ
は
、
日
本
人
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
迫
害
し
た
ナ
チ
ス
・
ド

イ
ツ
の
仲
間
で
あ
り
、
原
爆
投
下
は
必
然
的
な
も
の
で
あ
っ

た
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
ケ
ン

は
、
自
分
の
見
た
目
は
日
本
人
か
も
し
れ
な
い
が
、
中
身

は
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
り
、
日
本
と
い
う
国
は
、
自
分
に
と
っ

て
は
外
国
だ
か
ら
、
原
爆
投
下
は
必
要
悪
で
あ
っ
た
と
言
っ

て
い
る
。

　

私
は
、
こ
こ
で
初
め
て
、
自
分
が
原
爆
投
下
を
、「
日

本
人
」
と
し
て
許
せ
な
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
も
し
も
、
私
が
日
本
に
住
ん
で
い
な
か
っ
た
ら
、
原

爆
投
下
を
許
せ
な
い
と
思
っ
た
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
命
が

失
わ
れ
た
と
い
う
事
実
は
変
わ
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ

れ
が
、
も
し
も
、
隣
の
国
の
話
だ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

第
三
回
の
討
論
会
の
最
後
の
主
張
で
、
肯
定
派
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
ノ
ー
マ
ン
が
、
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

広
島
平
和
記
念
公
園
に
あ
る
慰
霊
碑
に
は
、「
日
本
人
」が
、

こ
の
戦
争
に
責
任
を
感
じ
、
懺
悔
を
し
て
い
る
と
刻
ま
れ

て
い
る
。
な
ら
ば
、「
日
本
人
」
と
し
て
も
、
原
爆
投
下

が
間
違
っ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
の
か
。
私
の
頭
の
中
で

疑
問
符
が
あ
ふ
れ
返
る
ほ
ど
湧
き
出
て
、
思
考
の
迷
路
に

閉
じ
こ
め
ら
れ
そ
う
だ
っ
た
。
そ
ん
な
私
を
導
い
て
く
れ

た
の
が
、
最
終
ラ
ウ
ン
ド
の
メ
イ
の
発
表
に
出
て
き
た
、

慰
霊
碑
の
「
正
し
い
」
解
釈
で
あ
っ
た
。

　
ノ
ー
マ
ン
は
、
慰
霊
碑
の
文
章
の
主
語
を
、「
日
本
人
」

と
し
て
い
た
が
、
実
際
の
主
語
は
、「
わ
れ
わ
れ
人
類
」

と
い
う
大
き
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
。
つ
ま
り
、
原
爆
の
投

下
は
、「
ア
メ
リ
カ
人
」
の
責
任
で
も
、「
日
本
人
」
の
責

任
で
も
な
く
、「
わ
れ
わ
れ
人
類
」全
体
の
罪
で
あ
る
と
言
っ

て
い
る
の
だ
。

　

そ
こ
で
、
私
は
、
自
分
の
頭
を
悩
ま
せ
た
様
々
な
疑
問

が
、
一
瞬
で
一つ
の
道
へ
と
導
か
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
が
し

た
。
私
は
最
初
、「
ア
メ
リ
カ
人
」
は
原
爆
投
下
に
つ
い

て
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
抱
き
、
そ
し
て
、

「
日
本
人
」
と
し
て
、
そ
れ
を
許
せ
な
い
と
い
う
感
情
を

抱
い
た
が
、
根
本
は
、
そ
こ
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。「
ア
メ

リ
カ
人
」
で
も
な
く
、「
日
本
人
」
で
も
な
く
、「
人
類
」

と
し
て
、
こ
の
過
ち
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
原
爆
の
苦
し
み
を
経
験
し
た
、

先
人
た
ち
が
出
し
た
答
え
な
の
だ
と
思
っ
た
。

　

地
球
全
体
で
、
人
々
の
安
全
と
平
和
を
創
造
す
る
た

め
に
、
戦
争
と
い
う
行
為
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
。
片
方

が
良
い
結
果
に
な
る
よ
う
に
す
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
星

に
住
む
人
類
と
し
て
、
互
い
が
良
い
結
果
に
な
り
、
互
い

を
支
え
あ
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
の
が
、
平
和
を
創
造

す
る
第
一
歩
で
あ
る
と
思
う
。
で
は
、
そ
の
た
め
に
、
私

た
ち
に
は
い
っ
た
い
、
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
、
極
力
人
と
争
わ
な
い
よ
う
に
し
て

き
た
。
小
学
校
高
学
年
か
ら
始
め
た
卓
球
で
も
、
対
戦

相
手
と
口
論
に
な
り
か
け
た
と
き
、
な
ぜ
、
相
手
は
自
分

に
対
し
て
不
満
を
抱
い
て
い
る
の
か
、
相
手
の
立
場
に
な
っ

て
、
必
ず
考
え
る
よ
う
に
し
て
き
た
。
そ
の
方
が
、
自

分
も
相
手
も
、「
幸
せ
」
だ
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ
を
、

人
種
の
意
識
に
当
て
は
め
て
み
て
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
過
去
の
歴
史
か
ら
、「
〇
〇

人
だ
か
ら
、
悪
者
だ
」
と
決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
ま

ず
は
、
自
分
の
内
側
に
い
る
敵
と
向
き
合
い
、
互
い
を
尊

重
し
あ
う
こ
と
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

世
界
は
、
本
来
平
等
で
あ
る
。
人
種
に
よ
る
区
別
は
存

在
し
な
い
。「
幸
せ
」
と
い
う
の
は
、
世
界
共
通
の
認
識

で
あ
る
べ
き
な
の
だ
。
平
和
を
創
造
す
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
、分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。し
か
し
、

た
と
え
答
え
が
出
な
く
と
も
、
互
い
を
認
め
合
い
、
憎
し

み
を
生
ま
な
い
心
で
い
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
答
え
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
、
私
は
思
う
の
だ
。

中
学
校
の
部
・
最
優
秀
賞

平
和
を
創
造
す
る
た
め
に

奥
戸
中
学
校
　
三
年
　
花
岡
　
大
樹


